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Ⅰ．はじめに 

 本調査報告及びワークショップの目的は、平成 29 年度日本社会事業大学社会事業研究所共

同研究事業により実施した「清瀬市“つなぎ”“つむぐ”支援に関する調査」（清瀬市後援）の報告と、

調査結果を踏まえた話題提供によるワークショップの開催を通じ、関係機関・関係者等が世代や

対象分野を超えたつながりをつくり、市民の健やかな生活と心をつむぐ支援をより一層推進してい

くための課題と方策について検討することである。 

 「清瀬市“つなぎ”“つむぐ”支援に関する調査」は、清瀬市内のサービス提供機関や任意団

体・関係者等を対象に、各関係機関・関係者が日頃利用者から見聞きしている生活課題、さらに、

当該機関・関係者が直接対応する生活課題を超えているが地域で支援していく必要があるともい

える潜在的ニーズを把握することを目的としたものであった。この調査報告とその調査結果を踏ま

えた話題提供によるワークショップにより、 

➢ 制度上対応している各分野の関係機関・団体・関係者が対応している生活課題やその対応

方法、連携・協働機関等を知る 

➢ 各分野の対象層や制度を越えてはいるが、把握あるいは対応している生活課題を掘り起こ

す 

➢ 「全世代・全対象型地域包括支援体制」に向けた、保健・医療・福祉等の専門機関・住民組

織・民間企業等によるネットワークを連結させる、連携・協働へ向けた課題や方策を検討する。 

なお、本企画は、平成 30 年度日本社会事業大学社会事業研究所共同研究事業の助成を受

け、実施した。 
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Ⅱ．プログラム 

 

日時：平成３０年 １２月 ２０日（木）１０：００～１２：００ 

会場：日本社会事業大学 A棟４０１教室 

対象：福祉従事者，一般市民，学生，研究者 

 

【参加者】40名 

      （行政関係者 5名，民間機関・団体 23名，学生 6名，研究者 5名，大学職員 1名） 

 

【プログラム】 司会進行：贄川信幸（日本社会事業大学社会福祉学部 准教授） 

         記録写真：壬生尚美（日本社会事業大学社会福祉学部 教授） 

 

 

１．あいさつ（下垣光：日本社会事業大学社会福祉学部 教授） 

  平成 29年度 「清瀬市“つなぎ”“つむぐ”支援に関する調査」のお礼 

本調査報告及びワークショップの主旨 
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２．調査報告（木村容子：日本社会事業大学社会福祉学部 教授） 

 「『清瀬市“つなぎ”“つむぐ”支援に関する調査』報告書（簡易版）」に基づき、調査結果の概

要について説明 

 

 

３．ワークショップ（倉持香苗：日本社会事業大学社会福祉学部 講師） 

【目的】 

① 清誠市内の地域生活課題について理解した上で、課題解決のためにできそうな支援は何か

考える。 

② グループワークを通じ、清瀬市内で活動している各分野の団体が情報を交換する機会とする。 

 

【グループワークの準備】 

① 清瀬市内の地域生活課題については、「清瀬市“つなぎ”“つむぐ”支援に関する調査」の設

問４「あなた（事業所）が充分に対応できていない生活課題あるいは対応するサービスが無い

といった生活課題について教えてください」を活用した。具体的には、自由記述で回答いた

だいた内容を支援対象者層（高齢者分野、子ども分野、民生委員・児童委員、サロン・多分

野、障がい者分野）ごとに分類した上で、それぞれカテゴリー分析し、大項目をカード化した

（全 76枚）。 

② グループワークの際に、どの分野の回答（カード）なのかわかるよう、領域別に色を指定し、そ

れぞれのカードの枠に色をつけた（例えば高齢者分野は黄色、子ども分野は赤など）。 

③ グループワークを通じて、清瀬市内で活動する多分野の団体に対する理解が深まるよう、多

分野の参加者により構成されるグループを編成した。 

 



4 

 

【グループワークの方法】 

① 各グループで、76 枚のカードの内容を確認しながら、類似しているカードを集めてグループ

化する。 

② グループ化したカードのまとまりごとに、見出しを付ける（黄色の付箋）。 

③ 分類したカードを模造紙に並べて整理し、全体を確認しながら、各自で、所属団体で「すで

に取組んでいること」（水色の付箋）、「これから取組むことが出来そうな支援」（ピンクの付箋）

を書き出す。 

※この際、記入者が所属する団体の領域がわかるよう、付箋の右下にカラーペンで印をつけ

る（色は、カードの枠を囲んだ色と同様）。 

④ 完成した模造紙の内容を確認しながら、付箋に記入した内容について話し合う。途中で新し

いアイディアが浮かんだ場合は、その都度、付箋に記入して貼る。 

※多分野で取り組めそうな内容の付箋の右下には、複数の色が付く。 
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Ⅲ．ワークショップにおける各グループのまとめ 
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研究組織 

【平成 29年度共同研究事業】 

研究代表者 贄川信幸 （日本社会事業大学 社会福祉学部 准教授） 

共同研究者 木村容子 （日本社会事業大学 社会福祉学部 教授） 

共同研究者 倉持香苗 （日本社会事業大学 社会福祉学部 講師） 

共同研究者 壬生尚美 （日本社会事業大学 社会福祉学部 教授） 

共同研究者 下垣 光 （日本社会事業大学 社会福祉学部 教授） 

研究協力者 安髙真弓 （日本社会事業大学 社会事業研究所 共同研究員） 

調査補助者 三隅千歩 （日本社会事業大学 社会福祉学部） 

星野 愛  （日本社会事業大学 社会福祉学部） 

渡邉陽真 （日本社会事業大学 社会福祉学部） 

松江郁香 （日本社会事業大学 社会福祉学部） 

岩崎鮎子 （日本社会事業大学 社会福祉学部） 

松尾あゆみ（日本社会事業大学 社会福祉学部） 

羽田真里花（日本社会事業大学 社会福祉学部） 

 

【平成 30年度共同研究事業】 

研究代表者 竹内幸子 （日本社会事業大学 社会福祉学部 教授） 

共同研究者 木村容子 （日本社会事業大学 社会福祉学部 教授） 

共同研究者 倉持香苗 （日本社会事業大学 社会福祉学部 講師） 

共同研究者 下垣 光 （日本社会事業大学 社会福祉学部 教授） 

共同研究者 贄川信幸 （日本社会事業大学 社会福祉学部 准教授） 

共同研究者 壬生尚美 （日本社会事業大学 社会福祉学部 教授） 

共同研究者 金子能宏 （日本社会事業大学 社会福祉学部 教授） 

アシスタント 星野 愛  （日本社会事業大学 社会福祉学部） 

松尾あゆみ（日本社会事業大学 社会福祉学部） 

岩崎鮎子 （日本社会事業大学 社会福祉学部） 
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